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〈第二章 幕末政治と鳥取藩池田家〉では、〈第一節  攘夷と自己正当化―文久期鳥取藩
の政治運動を素材に〉において、文久期の鳥取藩池田家の政治運動を素材に、国事運動に






































































































 総合的には高く評価できるが、いくつかの不十分さも見られる。  
例えば、様々な〈主体〉を分析対象としたために、全体の構成や記述に重複や乱れが見
られることである。池田家・鍋島家・島津家など大名家の記述レベルと、公卿である三条
実美の記述レベルが異なっているために、分析が分かりにくい点もある。鳥取池田家の近
世構造も未解明のところがあり、藩士たちの政治行動についても今後の追究が必要である。
また大名家を史料の残存状況の中で選んでいるために、その大名家を含んだグループ、萌
芽的な党派とでも言うべきところを捉えきれていない。たとえば近世大名秩序では、親藩
・譜代・外様大名という区分があり、本論文でも、鳥取池田家が「幕末政治」に登場する
理由を、徳川家康との血縁関係、いわば準親藩的な自己説明から説いているが、それには
岡山池田家との連携も考慮できるし、されねばならない。そうした〈血脈〉によるグルー
ピングや構造も考察されるべきであろう。  
そのこととつながるが、先行研究を批判し、それに対抗するパーツは示しており、新し
い論点も提示できているが、では「幕末政治」や「明治維新」の全体像は何か、というこ
とについては、殆ど触れられていない。個別論証の域にとどまっている。これは今後の本
論文の公刊やそれ以後の研究活動に期待したいところでもある。  
 それらの点は、著者の今後の研究で補われるであろうし、いわば若干の瑕疵とでもい
うべきところで、大きな欠陥とすべき点ではない。  
よって、本論文は博士（文学）の学位を授与するに相応しいと判断する。  
